fukumitsu mukawa no kayo ： jisaku no uta by 田村 すず子
姉のワテケ さんたちと楽しく 過ごして， ヮテケ さんが帰って 行ったあ と，翌 
日，サダ モ さんは kotan sitcire mosir sitcire ( 村を焼き国を 焼き ) というユー 
カラを，ぜひ 伝え残したいと 言って吹き込んでくれた・まずふしをつけないで 
語り， さらにふしをつけて 歌ってくれた ( 未刊 ). それが終って ，ほっとしたと 
ころで，最後に ，次の自作の 歌を吹き込んでくれた・ 
19.  自作の歌 
KOMPU@ SATKE@ MENOKO コンブ干し 女 






Ⅰ inuwekor Ⅱ pisun  cikap@ 
kompu@yanke@wa@enkore   
rep@un@Ckap@kompu@yanke@wa 
enkore!@ "@ sekor@hawean@hawe 
kunu@wa@kusu@kukoykar@wa@tane 
konto@sinotca@ne@kuye@hawe@ne   
hoskino@kuye@hike@aynu@itak, 






















pirka  pirka 
tanto  ka  sl でp rka 
pirka@pirka 
pirka@kompu@kusatke   
e@wa@inu@yan 
pirka@kompu@rurihi   
rurihi@pika 
keraha@ka@pirka   
pirka@pirka 
pirka  ompu  kusatke   





良いコンブを 干してます  
4 食べてごらんよ ， 
良いコンブのだしを・ 
S だしもよければ ， 
味もよい・ 
6 良い良い 
良 い コンブを干してます   
tan@ hike@ aynu@ itak@ ne・ tap 
kuye@ hike@ tap@ kuye@ hawe@ suy 
sisam  itak  ne  kuye
これはアイヌ 語です・ 今 言ったも 





を 直します    
あ たし はま べ の こんぶ ほし がんが 
きよも よいよい お てんき   いよい 
きよも よいよい よいこんぶ よく ほ せる 
たべて め をやん せ こ んぶのだし 。 
だしも よ     。 お じ もよい 
きよも よいよい よいこんぶ よく ほ せる 
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2. kuanipis Ⅰ akuan 7  私は浜辺の 
kompu@satke@menoko コンブ 干 し 女 
pirka@kompu@takma 8  良いコンブの 山が 
ripuni@wa@yan@ko1' 波 に打ち上げられ 岸にあ がると 
pirka@kompu@takma 9  良いコンブの 山が 
ripuni@wa@hosipi   寄ってはかえる   
earn@rep@un@cikap 10 お前，沖の鳥 よ， 
kompu@takma@yanke   コンブの山をあ げておくれ  
yanke@enkore21   nl  あ げておくれよ 
rep@un@cikap 仲 の ，烏 
yanke@enkore 12  あ げておくれよ 
ブ ep  un  cikap 仲 の ，鳥 
わたし はま べ の こんぶ ぼし おんな 
なみに ゆられて こんぶのやまは なみに ゆられて またも ど る 
おきの ち どりよ こんぶのやまを 
あ げて おくれよ おきちどり 
あ げて おくれよ な みち どり - ち ゃ 
3.@ kuani@herokika31 1  おれはニシン 場の 
yayeyyok@okkayo 雇われ 男 
eani@rep@un@cikap 14 お前，沖の鳥の 
        
1)  ,i,.puni な 波が・上げる 札 yan  kor  ぐ 岸にあ がる・ と芳 ・ nir  および kor  の末尾の正 
が 脱落している  
2@  yanke wa enko ㏄ く 岸にあ げてくれ 冴 リズムの関係で wa ( ‥．して ソとい @1 助詞 
が 省かれている  
鋤 heroki-kar くにしん・作る》・ 語末の で が脱落している   
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ecis1'  hawe  kunu  o2' 鳴く声をき けば 
kespa〔espa 15 毎年毎年 
kuyayeyyok 雇われて 
tanpa@ka@kuyayeyyok 16 今年も雇われ 
kuek@ wa@kuan   やって来た   
eani〉ep「n…ikap 17 お前，沖の鳥 よ 
ecis@hawe@ennure   鳴く声をきかせておくれ   
ennure@enkore3' 18 きかせておくれよ 
rep@un@cikap 沖の鳥 
ecis@hawe@ennure 19 り臨 いてきかせよ 
rep「n，kap 沖の鳥 
( わたし にしんぼの・‥ )  おれは にしんぼの やというり お とこ 
おきの ち どりの なくこ え きけぼ 
やとい うるのは やめられぬ 
( また おきのち，・ ， )  おきの ち どり よ おまいのこえを 
ききたい ばかりに またきたぜ 
ないておくれよ な みち どり 
ないてきかせよ おきちどり 
4.@ kuani@kotan@or@wa 20 私は村から 
iramante@okkayo 狩りに来た男 
kunneywa@kuhopuni 21 朝 早く起きて 
kuekimne〔or 山 へ行くと 
l) cis は (泣く》・鳥が 鳴くことにはふつうは 使わないが，ここでは 人が泣くことにな 
ぞらえてこの 語を使っている・ 
2) kunu kor く 聞くと ル ・語末の「が 脱落している・ 
3) ennure wa enkore &私に聞かせてくれ》・リズムの 関係で， wa が省略きれている   
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si  e@ situ@tu@Stu@ ka 22 ひと 山 ， ふた 山 
kuoika〔uarpa ， 越えて行く・ 
宜 ant0  kasinekamuy 23 今日も 1 頭のクマを 
kuko  wakusan.1' 持って来た・ 
hoyya@hoyva@sekor 24 ホイヤホイヤ と 
kuutari rimse 仲間がおどる 
hoyya@hoyya@sekor 25 ホイヤホイヤ と 
kuani@ka@kurimse   私もおどる． 
hoyya@hoyya@sekor 26 ホイヤホイヤ と 
lyomante 熊 祭り 
hoyya@hoyya@sekor 27 ホイヤホイヤ と 
iyomante 熊祭り 
おれは コタンの くまがりおとこ 
あ きも はよから やまにゆく 
のこえ やま こえ ( う ) やまのおくで 
きよも でてきた くまきんが 
ホイヤ ホイヤと みなさん おどれ 
みなが おどれば おれも おどる 
ホイヤ ホイヤの くままつり 
ホイヤ ホイヤ と くままつり 
hoyya”oy 28 ホイヤー ホイ 
[a]@hessa@o@hoy 29 ヘッサ オ 一 ホ イ 
[u]@hessa@o@hoy 30 ヘッサ オ 一 ホ イ 
1) クマをとって 持ち帰・ることは ，ふつうに seWasan け人称単数なら kusewakusan) 
& 背負って山を 下る》または se wa iwak く 背負って帰る》というが ，ここではなぜか 
korwasan& 持って下る》と 言っている・ kor の語末の上がここでも 落ちている． 
一ア c8 一 
[ 、]h 。W,  hoW, 
hoyya  hoyya 
Saa  a  saa  
saa  O  Saa  
wwenko@hoyya@ho@hoy 
hes 
31 ホイヤー ホイヤー 
32 ホイヤー ホイヤ - 
33 サア ア  サ ア オー 
34 サ ブ オ ー サァ オ一 
35 い v¥ ぞ ホイヤー ホッ ホイ 
36 ヘシ 
No.18Upopo(10) と同じく，サダ モ きんが，登別温泉で 働いていたとき ，宿 
舎 ( 小屋 ) で時間のあ る時に，考えてこの 歌を作ったといい ，アイヌ語版と 日本 
語版を同じメロディ 一にのせてうまく 合わせるのに 苦心したという・その 後は 
舞台でもこの 歌を歌って好評だったそうであ る・ 同じメロディ 一で，コンブ 千 
し女 ， ニシン暢男， クマ狩り 男と， 続けて歌っている   クマ狩り男の 歌のあ 
と，クマ祭りのときの 輪舞の歌でしめくくっている・ 
隣歌 ] 
サダモ さんがこれと 同じ歌を歌っているテープが ，門別町教育委員会に 保存 
きれている ra 砂流アイヌの 歌謡 口 N05.44,45,46(7-6,7,8)l. 
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